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借
対
照
表
は
、「Balance 

Sheet
（
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト

い
ま
す
。

　

左
側
の
資
本
の
運
用
形
態
は
、
企
業

の
「
資
産
」
を
表
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
決
算
か
ら
１
年
以
内
に
現
金

化
さ
れ
る
「
流
動
資
産
」
と
、
現
金
化

さ
れ
る
の
が
流
動
資
産
よ
り
後
の
も
の

で
あ
る
「
固
定
資
産
」
で
構
成
さ
れ
ま

す
。

　

流
動
資
産
は
、
現
金
化
し
や
す
い
順

に
、
現
金
・
預
金
、
受
取
手
形
、
売
掛

金
、
有
価
証
券
、
棚
卸
資
産
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
固
定
資
産
は
、
有
形
固
定
資

産
（
建
物
・
構
築
物
、
機
械
装
置
、
土

地
な
ど
）、
無
形
固
定
資
産
（
の
れ
ん

代
、
商
標
権
）、
投
資
等
そ
の
他
資
産

（
投
資
有
価
証
券
ほ
か
）
で
構
成
さ
れ

ま
す
。
現
金
化
し
や
す
く
、
緊
急
時
に

対
応
し
や
す
い
流
動
資
産
が
多
い
ほ

ど
、
財
務
的
に
は
安
全
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

　

右
側
の
資
本
は
、
金
融
機
関
な
ど
に

返
す
必
要
が
あ
る
他
人
資
本
で
あ
る

「
負
債
」
と
、
返
す
必
要
が
な
い
自
己

資
本
を
指
す
「
純
資
産
」
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

負
債
は
、
決
算
か
ら
１
年
以
内
に
支

払
う
必
要
が
あ
る
「
流
動
負
債
」
と
、

現
金
化
さ
れ
る
の
が
流
動
負
債
よ
り
も

後
で
あ
る
「
固
定
負
債
」
で
構
成
さ
れ

ま
す
。
流
動
負
債
は
現
金
化
さ
れ
や
す

い
順
に
、
支
払
手
形
、
買
掛
金
、
未
払

金
・
未
払
費
用
な
ど
が
あ
り
、
固
定
負

債
は
長
期
借
入
金
、
社
債
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

最
後
に
純
資
産
は
、
資
本
金
、
資
本

剰
余
金
、
利
益
剰
余
金
が
あ
り
、
一
番

現
金
化
さ
れ
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
純
資
産
が
大
き
い
ほ
ど
、

そ
の
企
業
は
財
務
的
に
は
安
全
と
い
え

ま
す
。

固
定
資
産
と
純
資
産
を 

ま
ず
比
べ
て
み
る

　

で
は
、
貸
借
対
照
表
を
受
け
取
っ
た

ら
、
ど
の
よ
う
に
分
析
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

　

貸
借
対
照
表
を
左
右
で
比
べ
た
全
体

の
構
造
バ
ラ
ン
ス
で
見
る
と
、
理
想
の

形
態
と
し
て
は
、
固
定
資
産
を
純
資
産

で
賄
う
「
固
定
資
産＜

純
資
産
」
と
な

り
ま
す
。
こ
の
構
造
は
、
固
定
資
産
を

完
全
に
自
己
資
金
で
賄
っ
て
い
る
状
態

で
あ
る
た
め
、
強
固
な
財
務
状
況
と
い

え
ま
す
。

　

し
か
し
、
巨
額
の
設
備
を
自
己
資
金

（
純
資
産
）
で
賄
っ
て
い
る
企
業
は
、

特
に
中
小
企
業
に
お
い
て
は
か
な
り
少

な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
も
そ
も
こ
の

状
態
の
ま
ま
だ
と
、
借
入
金
を
必
要
と

し
な
い
た
め
、
融
資
は
必
要
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
実
に
は
、
１
年
以
上
返

済
す
る
必
要
が
な
く
、
流
動
負
債
よ
り

余
裕
の
あ
る
お
金
で
あ
る
固
定
負
債
を

加
え
て
、「
固
定
資
産＜

純
資
産
＋
固

定
負
債
」
と
な
っ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク

す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

最
悪
な
形
態
と
し
て
は
、
固
定
資
産

が
純
資
産
・
固
定
負
債
で
は
賄
い
き
れ

ず
、
流
動
負
債
ま
で
影
響
し
て
い
る

「
固
定
資
産＞

純
資
産
＋
固
定
負
債
」

と
い
う
構
造
で
す
。
こ
の
場
合
は
、
資

金
繰
り
が
か
な
り
厳
し
く
、
企
業
が
か

な
り
危
な
い
状
況
を
示
し
ま
す
。
さ
ら

＝
Ｂ
／
Ｓ
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
企
業
の
一
定
の
時
点
（
決
算
時

点
）
の
財
政
状
態
を
報
告
す
る
計
算
書

で
、
１
年
間
の
経
営
活
動
の
結
果
と
し

て
残
っ
た
財
産
の
内
訳
を
表
し
ま
す

（
図
表
１
）。

　

貸
借
対
照
表
は
、「
勘
定
式
」
と
呼

ば
れ
る
表
示
形
式
で
、
左
側
に
資
本
の

運
用
形
態
、
右
側
は
資
本
の
調
達
源
泉

を
示
し
て
お
り
、
左
右
の
項
目
の
合
計

金
額
は
必
ず
一
致
す
る
よ
う
に
な
っ
て

貸
業
が
作
成
す
る
必
要
の
あ
る

決
算
に
関
す
る
書
類
は
、
数
種

類
存
在
し
ま
す
。
そ
の
中
で
基
本
と
な

る
３
つ
の
決
算
書
と
し
て
、
貸
借
対
照

表
（
Ｂ
／
Ｓ
）、
損
益
計
算
書
（
Ｐ
／

Ｌ
）、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
（
Ｃ
Ｆ
）

計
算
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
決

算
書
を
読
む
こ
と
が
、
企
業
の
実
態
把

握
の
出
発
点
と
い
え
ま
す
。

　

各
決
算
書
を
ひ
と
言
で
い
う
な
ら
、

貸
借
対
照
表
は
財
政
状
態
を
報
告
す
る

計
算
書
、
損
益
計
算
書
は
企
業
の
経
営

活
動
状
況
を
示
す
も
の
、
そ
し
て
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
は
企
業
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
の
状
況
を
示
す
計
算
書
で
す
。

時
間
軸
で
考
え
る
と
、
貸
借
対
照
表

は
、
あ
る
時
点
で
の
財
務
状
態
を
表
す

の
に
対
し
、
損
益
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
は
１
事
業
期
間
を
評

価
し
た
も
の
で
す
。
以
下
で
ポ
イ
ン
ト

を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

企

特 集 実態把握につながる「決算書分析」はこう行う！

Ｂ／Ｓ・Ｐ／Ｌ・ＣＦ計算書のココに着目する！

　ここでは、決算書の概要と受け取った際に
確認したい分析ポイントを紹介します。

主な決算書の見方と
実態把握のための分析方法
中原裕之　中小企業診断士

純
資
産
・
固
定
負
債
と
固
定
資
産
を
比
べ
て

財
務
の
安
定
性
を
把
握
す
る

Ｓ
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貸
借
対
照
表（
Ｂ
／
Ｓ
）  
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図表1　貸借対照表の基本

図表2　貸借対照表の例
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固定負債

固定資産
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合計額が一致

資産

流
動
資
産
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大
き
い
ほ
ど
安
全

純
資
産
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大
き
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ほ
ど
安
全

純資産
（自己資本）

負債
（他人資本）

貸借対照表
自　平成X年4月1日　　至　平成Y年3月31日

� （単位：○万円）
資産の部 負債および純資産の部

科目 金額 科目 金額
流動資産 15,000 流動負債 13,000
現金 3,000 支払手形 4,000
受取手形 4,000 買掛金 5,000
売掛金 3,000 未払金・未払費用 2,000
有価証券 2,000 その他 2,000
棚卸資産 1,000 固定負債 8,000
その他 2,000 長期借入金 4,000

固定資産 22,000 その他 4,000
有形固定資産 6,900 負債合計 21,000
建物・構築物 2,000 株主資本 16,000
機械装置 2,000 資本金 3,000
土地 1,100 資本剰余金 5,000
その他 1,800 利益剰余金 8,000

無形固定資産 100
投資等 15,000 評価・換算差額等 0
投資有価証券 12,500
その他 2,500 純資産合計 16,000

資産合計 37,000 負債・純資産合計 37,000

しやすい

しにくい

されやすい

されにくい

現
金
化

現
金
化


